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カナダ
人口：約34,017,000人
面積：9,984,670㎢
　　 （日本の約26.4倍）
首都：オタワ
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◉カナダ・トロント 在住
みえ チェンさん
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かい がい せい かつ

2005年夏、一念発起して
ワーキングホリディで渡加し、トロ
ントで語学学校に通学した後、
バイト先で知り合った中国系カ
ナダ人と結婚し、現在は永住権
をとってトロント郊外で暮らしてい
ます。

カナダ最大の都市、トロント。
Great Toronto Areaと呼ばれる
周辺都市を含めて人口500万
人程なので、神奈川県の半分く
らいの規模です。

通勤の足は、TTCと呼ばれる
地下鉄とバス、そしてストリート
カーのみ。南北に走るU字型の
路線にクロスするように、東西の

単線が走っているだけで、どこへ
行くにもバスを乗り継がなければ
なりません。バスの運転手さんに
至っては、勤務中にバスを路肩
に停車させて、コーヒーを買いに
行ってしまうこともしばしば。運転
手にはお手洗いに行く権利が認
められている為で、用を足すつい
でに、立ち寄ったコーヒーショップ
で自分の飲み物も買ってくるから
なんです。

トロントに来て驚いたのは、電
車の時刻表が無いこと！！始発と
最終の時間が各駅の壁に張り
出され、あとはFrequently（頻繁
に）って書いてあるだけ。分単位
で正確に走る日本の地下鉄とは
大違いですね。電車が遅れても、
遅延証明などは発行されないの
で、遅刻の言い訳にはもってこい
です。

他にも、日本と違うことが色々
あります。大きな通りでは24時間
動いているバスがあり、夜9時か
ら早朝5時までは、女性が安全に
帰宅できるように、バス停ではな
い交差点でも停車してもらえる

トロントの
交通事情

日本との違い

トロントでの通勤の足

めて会った瞬間からすぐ打ち解
けられる、明るい雰囲気のダンカ

ン・ウォルシュさん。出身校の友好都市
である川崎にも興味を持っており、当
協会のインターナショナル・フェスティバ
ルにも参加しました。現在、ＪＥＴプログ
ラムを通じて都内の小学校で英語を
教えるかたわら、音楽好きな仲間たち
とバンド活動をしているそうです。（ＪＥＴ

プログラム：語学指導等を行う日本政府の外

国青年招致事業）

日本に来られたきっかけは?
イギリスにいた頃、自宅に遊びに来

た日本人の知人が、家の様子や食事
の何もかもを珍しがって写真に撮って
いました。その時、「日本はそんなに違う
国？」と大変興味がわき、ＪＥＴプログラ
ムに参加して、2005年に愛媛県に着
任しました。

現在の活動の様子を聞かせてく
ださい

2007年から江東区の小学校で英
語指導をし、週末はバンド活動をして
います。

授業では、子どもたちが楽しく英語
を学べるような工夫をしていますが、子
どもたちは間違いを恐れず、とても積極
的です。

初

Duncan Walsh
英語指導員・ミュージシャン・The Watanabes ヴォーカル

ダンカン・ウオルシュさん

外国人インタビュー 日本で活躍する外国人を紹介1

イギリス出身

Request Stop（リクエストストッ
プ）と呼ばれる女性限定のサー
ビスがあります。

Monthly Pass（月定期券）は
月初から月末までの1ヶ月で、距
離に関係なく一律制で、電車も
バスも乗り放題です。日本では、
交通費は会社から支給されるこ
とが多いですが、カナダでは自己
負担なので、確定申告をする際
に交通費を控除申請することも
できます。

おおらかな人が多いカナダで
時間にゆとりを持って暮らしてい
ると、日本に帰った時、せわしく感
じることもありますが、日本とカナ
ダのいい所を吸収しつつ、こちら
での生活を楽しんでいこうと思っ
ています。

▲地下鉄のホーム

▲街中を走るストリートカ－

▼路線マップ

CNタワー▶

CNタワー
からの景色▶

川崎市の友好都市シェフィールド市にあるシェフィールド大学卒業

バンドはメンバー5人（4ヶ国出身）
で、2011年には2枚目のＣＤをリリース
し、日本テレビや毎日新聞にも取り上
げられました。演奏や作曲は、13歳の
頃兄の影響で始めました。

イギリスと日本の違いを感じるこ
とは?

一番強く感じるのは、日本にはたくさ
んのルールがあることです。来日して8
年しても、まだまだ学ぶことがたくさんあ
りますが、面白いです。たとえば…
●愛媛で生け花を習ったとき、花の生

け方にひとつひとつルールがあるこ
とを知って驚きました。（私は自分の
感じたままに生けようとしました。）

●学校では、校長先生より先に帰る
時、先生方は「お先に失礼します。」
とお辞儀をして挨拶します。（イギリ
スでは「ハイ、グッバイ。」と軽く手を
振るくらいです。）

●パーティでは、ビールを注がれてもみ
んなで乾杯するまで待ちますね。（私
はすぐ「サンキュー」と飲んでしまいま
した。）

●スポーツ観戦の態度がとても違いま
す。典型的な例がサッカーです。自
分の応援するチームの選手がミス
すると、イギリスではファンは怒り狂
いますが、日本ではその選手を「がん
ばれ」と励まします。これは信じられま
せん。

●子どもたちの態度や生活も違いま
す。日本の子どもたちの方が先生を
尊敬しているように感じます。放課
後は、イギリスの子どもたちはすぐ帰
宅して地域のスポーツクラブなどへ
行きますが、日本ではクラブ活動をし
てから帰宅し、塾に行く子どもが多
いですね。
　

今後の予定や希望は?
音楽に関しては、新しいアルバムを

4月頃にリリースするため活動中です。
また、今年はプロモーションビデオを作
りたいと考えています。夢は、自分が
作った曲が使われている映画を見るこ
とです。

英語教育については、英・シェフィー
ルド大学でＰＧＣＥ（公立学校教員免
許状）を取りたいです。

毎日元気な小学生たちと接するの
は楽しいし、兄や仲間との音楽活動も
活発で、日本に来て本当によかったと
思っています。

イギリスと日本というまったく違う文化
の中で、日々 出合う戸惑いにも興味を
持って楽しんでいる様子でした。インタ
ビューは異文化についての楽しい意
見交換の場にもなりました。

（取材・文：編集ボランティア 小島俊彦）
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